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2025．8．15発行題字は京都労働学校初代校長、故住谷悦治先生の筆です。

　第１３回園員総会を６月２７日午後２時からラボール
京都４階第８会議室で開催しました。
　司会の武田勝臣理事が開会の宣言を行った後、議長
に西岡歩氏（連合京都）を、書記に林佳代子（当学園
職員）を、総会運営委員に谷北享子氏（連合京都）、
吉岡勝氏（京都総評）、門野昭善理事の３名を選出し
ました。
　開会にあたり坂井岳夫学園長が挨拶し、明石俊一京
都府商工労働観光部労働政策室長、工藤直之京都市文
化市民局共生社会推進室長、労働組合を代表して梶川
憲京都総評議長から祝辞をいただきました。
　門野総会運営委員長から出席園員数の確認と総会
の成立が報告され、議案審議に入りました。市田佳之
専務理事が２０２４年度事業報告、決算報告の件の提案を、
続いて監事を代表して渡部郁夫監事が監査報告を

行った後、議
長が決算について議場に諮り、満場一致で承認されま
した。
　次に、補欠役員の選任の件を市田専務理事が提案し、
谷北総会運営委員から役員候補者の資格確認の報告
がありました。議長は役員候補者ごとに議場に諮り、
それぞれ満場一致で承認されました。
　報告事項については、坂井学園長が２０２５年度事業計
画の件を、市田専務理事が２０２５年度収支予算の件、資
金調達及び設備投資の見込みの件について報告しま
した。
　総会議事の全てを終えた後、功労表彰が行われ、本
総会をもって退任される佐藤敬二理事、垂脇彬理事、
坂田政春理事を表彰し、引き続き協力と支援をお願い
しました。
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　公益社団法人京都勤労者学園の第１３回園員総会が、
盛大に開催されますことを心からお慶び申し上げます。
　また、園員の皆様には、日頃から京都市政の推進に
格別の御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　坂井岳夫学園長をはじめ関係役員・関係者の皆様に
おかれましては、勤労者の皆様への様々な学習機会の
提供を通じ、生活の安定や、新たな知識の習得にもご
貢献いただいており、たいへん大きな役割を果たして
おられます。
　勤労者が新たなスキルの習得に向け、学びを継続さ
れることは、御自身のキャリア形成・向上にとっても
大変重要なものであり、京都市との共催のもと多様な
ニーズに対応した講座なども実施していただいており、
改めて感謝を申し上げます。
　また、本年３月の「公開セミナー」では、フリーラ

ンスに係る新法の理解促進や、現在の働き方を見直す
きっかけにもつながる、時宜にかなったテーマを厳選
されるなど、学園が果たされる役割は、ますます重要
なものとなっております。
　さて、現在京都市では、次の２５年を見据え、まちづ
くりの在り方を展望する「京都基本構想（仮称）」の策
定に取り組んでおります。
　１００年先にも色褪せない、京都市独自の思想・価値観
を示すとともに、市民の豊かさ、幸せを実感していく
ための羅針盤とするもので、この度は、その案につい
てパブリック・コメントを実施させていただくところ
です。
　お集まりの皆様におかれましても、是非とも御意見
をお寄せくださいますよう、御協力の程お願い申し上
げます。
　結びに、京都勤労者学園が、勤労者をはじめ多くの
市民のための教育機関として、ますます発展されます
こと、並びに本日御参集の皆様方の一層の御活躍・御
多幸を祈念いたしまして、私のお祝いの言葉とさせて
いただきます。
　令和７年６月２７日

　公益社団法人京都勤労者学園の第１３回園員総会の御
盛会を心からお祝い申し上げます。坂井学園長をはじ
め、本日お集まりの皆様方には、日頃から京都府政の
推進に格別の御理解と御協力を賜り、この場をお借り
いたしまして厚くお礼申し上げます。
　京都勤労者学園におかれましては、勤労者としての
意識と教養を高め、勤労者の資質の向上にも役立つス
キルアップやキャリア形成をはかるリカレント講座を
はじめ、今日的な労働問題をテーマとした各種セミ
ナーや、人生を豊かに生き、いつでも学べる生涯学習
講座の開催など、多彩な勤労者教育の推進に御尽力い
ただき、心から敬意を表します。
　また、就職を控えた高校生や大学生、求職者を対象
としたワークルール教育やキャリア形成支援、さらに
は、「京都府リカレント教育推進機構」との連携事業と
して、セカンドキャリア形成支援にも積極的に取り組
んでいただいておりますことに、改めて感謝申し上げ

ます。
　京都府といたしましても、生涯学び、働き続けるこ
とのできる社会の実現に向けて、「京都府生涯現役クリ
エイティブセンター」においてリカレント研修やキャ
リア相談、求人企業とのマッチング支援などに取り組
んでいるところです。
　今年度は、多様な働き方の広がりや少子高齢化・人
口減少による生産年齢人口の減少、雇用のミスマッチ、
若者世代の早期離職など、昨今の状況を踏まえ、総合
的な労働対策の基本計画である「府民躍動  雇用応援★
夢プラン」の改定に着手しております。
　この計画を通して、働くことを希望するすべての方
の人材育成や就業支援、企業の人材確保・定着支援等
の取組を進めてまいりますので、今後とも、貴学園を
はじめとする関係団体の皆様ともしっかりと手を携え
ながら、引き続き、一層のお力添えを賜りますようお
願い申し上げます。
　結びに当たり、京都勤労者学園のますますの御発展
と、本日御臨席の皆様方の御健勝と御活躍を心から祈
念いたしまして、私からのお祝いの言葉とさせていた
だきます。
　令和７年６月２７日

祝　辞
京都府知事　西脇  隆俊

祝　辞
京都市長　松井  孝治
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　このたび、第６９回園員総会におきまして、市田佳之
前専務理事の後任として選任いただきました。微力で
はありますが、学園の発展に全力を尽くしてまいる所
存でございます。どうぞよろしくお願い致します。
　本学園は労働団体、学識経験者、京都府・京都市が
参画する全国的にもユニークな勤労者教育機関として、
１９５７年の創立以来、長い歴史と実績を積み重ねてまい
りました、さらに、２０１３年から、多くの園員の皆様、
関係各位のご支援を賜り、「公益社団法人京都勤労者学
園」として新たな歩みを始めました。
　近年、情報化や少子高齢化・人口減少が進行し、勤
労者を取り巻く情勢が大きく変化しております。そう
した下で、本学園の定款に謳われている「勤労者とし
ての意識と教養を高め、その能力と地位の向上を図る
社会文化教育」を基本理念として、働いている人はも
とより、これから働こうとする人、今まで働いてきた
人を含む高校生から老年期に至る全ての方々の多様な
ニーズに対応した講座の充実に努めてきたところであ
ります。

　しかしながら、新型コロナ感染症のパンデミックを
契機に年間受講生数が減少し、回復傾向にはあるもの
の、今なおコロナ禍前の水準の８７％にとどまっており
ます。物価高騰が続くおり、本学園の経営環境は極め
て厳しい状況であると言わざるを得ません。そのため、
今年度は、断腸の思いで各講座の受講料を大幅に増額
させていただくこととなりました。
　また、今年度は、民間公益活動の一層の活性化を図
るため、「財務規律の見直し」、「ガバナンスの強化」等
を柱とする公益法人改革が実施されます。この改革に
おいては、社会経済情勢の変化に対応し、自律的な経
営戦略の下に、より効果的な公益活動を行うことが求
められており、本学園においては、改革を踏まえた取
組を着実に実行していく必要があります。
　そうした状況を踏まえ、厳しく、先行きが見通せな
い中ではありますが、単なる「縮み志向」に陥ること
は避けなければなりません。時流に応じたAI生成を学
ぶ講座の創設をはじめ、柔軟な発想と創意工夫により、
活路を切り開き、勤労者の仕事と生活の安定と向上に
資するリカレント教育や幅広い府市民の生涯学習の推
進、今日的な社会情勢を巡るセミナーの開催、さらに
は、広報の充実に最大限努めてまいります。
　園員の皆様におかれましては、今後とも、格別のお
力添えを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

専務理事就任あいさつ
専務理事　松浦  卓也
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京都府生涯現役クリエイティブセンター

学び学び学びEXPO2025EXPO2025EXPO2025学び学び学びEXPO2025EXPO2025EXPO2025

9.6
2025

1日目

SAT

申込期限：9月2日（火）17:00
体感ゾーンの一部を除き、事前予約が必要となります。 特設サイトよりお申込みください。

一部コーナー除く

生活お役立ちコーナー
・お金の使い方を学ぼう
・クッキーにイラストを描いてみよう

何でも体験コーナー
・身近なもので簡単実験
・削る、染める、組み立てるモノづくり体験

デジタル・フューチャー体験コーナー
・VRやメタバースで未来体験
・ロボットやAIをプログラミング

キッズJOBフェスタ

＊詳しくは、公式サイトまたは運営事務局までお問い合わせください。オンライン配信 要事前予約

SUN

9/6SAT
SUN

特設サイト

京都府リカレント教育推進機構

2日目 9.
2025

10:00 1 :00

SUN

京都産業会館・全室 3-H、KOIN

詳細はこちら

学 び

詳細はこちら

北・中室
中・南室、3-H、KOIN

体 感

詳細はこちら

3-F、3-H、KOIN
交 流

脳科学者・認知科学者
東日本国際大学教授、京都芸術大学客員教授 中野 信子氏
現在、脳や心理学をテーマに研究や執筆活動を精力的に行っている。
科学の視点から人間社会に起こりうる現象及び人物を読み解く語り口
に定評がある。

成功する人の習慣
～チャンスを掴む脳科学～

料理家、食育インストラクター 和田 明日香氏
料理愛好家・平野レミの次男と結婚後、修業を重ね、食育インストラクター
の資格を取得。まったく料理が出来なかった自身の経験を活かし、生活に
寄り添った手軽でおいしい料理が人気を集める。

“わたしを知る”からはじめる、
しごとの話

ジャーナリスト/京都女子大学客員教授 池上 彰氏

ジャーナリスト/京都女子大学客員教授 池上 彰氏

1950年、長野県生まれ。1973年、記者としてNHK入局。1994年より2005年
まで「週刊こどもニュース」の“お父さん”。2005年に独立。フリーランスのジャー
ナリストとして活動。鋭い取材力に基づいたわかりやすい解説に定評がある。

京都府知事 西脇 隆俊氏
大学数日本一を誇る京都では、学生だけでなく、社会人の学び直し（リカレント
教育）にも力を入れています。本企画では、池上彰氏とともに、「なぜ今学び直し
が必要なのか」「京都から発信するリカレントの取組」について議論します。

（一財）花山宇宙文化財団理事長、京都大学名誉教授

柴田 一成氏
1954年大阪府箕面市生まれ。京都大学で宇宙物理学を修め、理学博士号を
取得。愛知教育大学、国立天文台を経て、長年京都大学理学部附属天文台の
教授として宇宙研究に尽力。現在は京都大学名誉教授、同志社大学客員教授、
そして花山宇宙文化財団理事長として、幅広く宇宙の魅力を伝えている。

太陽フレアと宇宙天気予報
：宇宙時代のリスキリングとしての宇宙環境理解

学び、活躍し続けられる共生京都の実現

in KYOTO 参加無料

サプライズゲストが登場するかも！？サプライズゲストが登場するかも！？

10:00 1 :00
京都産業会館・北中室、
京都経済センター 3-F、3-H、KOIN

共催

9/6SAT

リスキリングセミナー 開催場所：3-F

地域貢献活動セミナー
開催場所：3-H

金融機関からのお役立ちセミナー
開催場所：KOIN

北室

京都から始める“学び直し”革命

11:25講演①

11:講演②

講演③

特別対談

講演④

変わる社会、変わる生き方
～今こそ“リカレント”をはじめよう～

京都お仕事相談窓口特別イベント

協力：京都経営者協会・京都府中小企業団体中央会

ほか

詳細は
後日公開！共催

共催：

京都府労働施策紹介㉛

お問い
合わせ

「学びEXPO２０２５ ｉｎ KYOTO」運営事務局　【受付時間】月～金曜日　１０：００～１２：００／１３：００～１７：００
　　TEL：０８０ー２４８７ー５３８１／E-mail：kyoto-recurrent０２@screen-cre.co.jp




